(6) 解放工学的基盤、及び、表層地盤の伝達関数を考慮した加速波形作成プログラムについて

解説(2) の表５と付録(3) の表１で示した解放工学基盤における加速度応答スペクトル（h=0.05）と、付録(5)の図１及び表１、２で与えられる表層地盤による伝達関数を考慮した加速度応答スペクトルを求め、それにフィッティングする加速度波形（マニュアル波）を作成するプログラムを以下に紹介する。本マニュアル波を用いて建物の応答解析を行うことが可能であるが、解説や付録で説明されているように、本波形の理論上の適用範囲は周期約１秒以下であり、かつ震源スペクトルや地盤増幅などで全周期範囲にわたり安全側に配慮されているため、標準的な入力地震波（エルセントロ波など）に比べ、大きな地震波となることに注意されたい。特に周期の長い建物や重要度の高い建物を対象とする場合、基盤での波形作成や地盤増幅の評価には、より厳密な手法を用いて評価すべきである。
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本プログラム（mwave2003.exe）を起動すると、図１aに示すように

1． まず参照する加速度波形のデータ名を入力する。この例はuni-mex85.accで、1985年メキシコ地震のLa UnionのNS成分である。

2． 次にマニュアル波か、告示1461波かを選択する（前者なら0、後者なら１）である。但し、告示波の場合は、工学的基盤波のみ出力される（安全限界レベルまたは損傷限界レベル）。

3． マニュアル波を選択した場合、本文(1)の図１、２または解説(2)の図６から当該地盤のゾーン（A1～B3）を選択する。この例ではA3（南関東・盆地内）であり、5と入力する。

4． 表層地盤の伝達関数を考慮するかどうかを選択する。する場合は0で、しない場合は1である。

5． 伝達関数を考慮する場合、まず表層地盤の平均S波速度を選択する。この例では200 m/sであり、3を入力する。

6． 次に表層地盤の厚さを選択する。この場合は20 mであり、3を入力する。

7． 参照とした加速度波形をターゲット応答スペクトルにフィッティングするための収束回数を入力する（最大２０回まで）。この場合、10と入力する。

図１bに示すように計算が開始される。この例では、オリジナルのデータ数が6275、時間刻みが0.01秒であり、FFTをするため、データ数は8192となり、継続時間は81.92秒である。収束計算が１０回行われ、最終波形の応答スペクトルとターゲットスペクトルとの誤差は約１％である（全周波数の誤差の平均値）。
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図１bに示すように伝達関数、ターゲットスペクトル、及び、収束課程・最終スペクトルはrespa.csvに出力される。最後に出力する加速度波形名を入力する。例ではmanual.accである。図２に例題の伝達関数と、工学基盤および地表における加速度応答スペクトルを（respa.csv）、図３に加速度波形を示す（manual.acc）。

なおこのプログラムはWeb上で公開されている。アドレスは

http://kouzou.cc.kogakuin.ac.jp/data_set.html
不明な点は作者（久田嘉章、hisada@cc.kogakuin.ac.jp）まで連絡されたい。
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図３　加速度波形





図２　伝達関数（左）と工学基盤および地表における加速度応答スペクトル（右）





図１b　マニュアル波作成プログラムの起動とデータ入力の画面（その２）











図１a　マニュアル波作成プログラムの起動とデータ入力の画面








